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　９月２１日（月・祝）、関金の伝統行事・御
み

幸
ゆき

行列が行われました。

　御幸行列は、江戸時代から行われている民

俗行事です。神社（日吉神社・湯の関神社・大

鳥居神社）の例大祭に合わせて行われ、江戸

時代の大名の参勤交替に似ているところから、

「大名行列」とも呼ばれています。

　１０月１０日（土）から鳥取市で開催される、

「日本のまつり２００９・鳥取」にも出演する

予定です（１０月１０日（土）正午～／若桜街道）。



現
在
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
受
け
、

　

求
職
中
の
人
を
支
援
す
る
制
度
、

雇
用
を
守
る
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

雇
用Employment

♯01

と
っ
と
り
高
度
人
財
『
燦さ

ん

ぜ

ん然
』プ
ラ
ン 

あ
な
た
の「
働
き
た
い
」

を
応
援
し
ま
す
。

 
　

厳
し
い
雇
用
情
勢
を
改
善
す
る

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
鳥
取
県
や

市
町
村
、
経
済
団
体
な
ど
が
、
と

も
に「
鳥
取
県
地
域
雇
用
創
造
協

議
会
」を
設
立
し
、「
と
っ
と
り
高

度
人
財『
燦
然
』
プ
ラ
ン
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、
県
内
企
業

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
技
術
系
人

材
や
、
就
職
希
望
が
多
い
事
務
系

人
材
を
育
成
す
る
研
修
を
実
施

し
、
求
職
者
が
、
早
期
に
就
職
で

き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
年
間
を
通
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「
会
計
・
簿
記
力
」
を
、

あ
な
た
の「
武
器
」に
！

　

日
商
簿
記
２
級
程
度
の
知
識

と
、
会
計
ソ
フ
ト「
弥
生
会
計
」
の

使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
し
た
、
即
戦

力
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

研
修
期
間

：

11
月
16
日（
月
）
〜
平

成
22
年
２
月
17
日（
水
）※
土
日
・

祝
日
は
除
き
ま
す
。

研
修
会
場

：

（有）

ス
イ
コ
ー
商
会（
山

根
）

対
象
者

：

鳥
取
県
内
在
住（
鳥
取

市
を
除
く
）で
求
職
活
動
中
の
人

研
修
内
容

：

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、

簿
記（
商
業
・
工
業
）、
弥
生
会
計（
導

入
か
ら
決
算
、
繰
越
処
理
ま
で
）

受
講
料

：

無
料（
テ
キ
ス
ト
、
教

材
費
も
無
料
）

定　

員

：

16
人

申
込
締
切

：

10
月
30
日（
金
）
必
着

（
10
月
初
旬
募
集
開
始
予
定
）

選
考（
面
接
）日

：

11
月
５
日（
木
）

選
考（
面
接
）
場
所

：

倉
吉
高
等
技

術
専
門
校（
福
庭
町
２
丁
目
）

※ 

申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
県
地
域
雇
用
創
造

協
議
会
中
部
支
部（
倉
吉
高
等
技
術
専
門

校
内
）（
あ
２
６―

２
２
４
７
）

ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
ッ
フ
育
成
研
修〈
財
務
中
級
コ
ー
ス
〉

受
講
者
募
集（
中
部
地
区
）

特 集

10
月
に
、
募
集
を
行
う
人
材
育
成
研
修
を
紹
介
し
ま
す
。
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住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業

と
は

　

国
の
緊
急
雇
用
対
策
に
伴
い
、

10
月
１
日（
木
）
よ
り
、
離
職
者
で

あ
っ
て
、
就
労
能
力
お
よ
び
就
労

意
欲
の
あ
る
人
の
う
ち
、
住
宅
を

喪
失
し
て
い
る
、
ま
た
は
喪
失
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

て
、
６
か
月
間
を
限
度
と
し
て
、

住
宅
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
住
宅
、
お
よ
び

就
労
機
会
の
確
保
に
向
け
た
支
援

を
行
う
も
の
で
す
。

　

手
当
の
月
額
支
給
額
は
、
生
活

保
護
の
住
宅
扶
助
特
別
基
準
に
準

拠
し
、
地
域
ご
と
に
上
限
額
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
倉
吉
市
の
場
合
】

単
身
世
帯

：

３
万
４
千
円

（
複
数
世
帯

：

４
万
４
千
円
）

住
宅
手
当
の
支
給
対
象
者

　

支
給
申
請
時
に
、
次
の
要
件
す

べ
て
に
当
て
は
ま
る
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
２
年
以
内
に
離
職
し
た
。

② 

離
職
前
に
、
自
ら
の
労
働
に
よ

り
賃
金
を
得
て
、
主
と
し
て
世

帯
の
生
計
を
維
持
し
て
い
た
。

③ 

就
労
能
力
、
お
よ
び
常
用
就
職

の
意
欲
が
あ
り
、
公
共
職
業
安

定
所
へ
の
求
職
申
し
込
み
を

行
っ
て
い
る
。

④ 

住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
、
ま
た

は
、
喪
失
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

※ 

喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合

は
、
⑤
と
⑥
の
要
件
に
当
て
は
ま

り
、
賃
貸
住
宅
な
ど
に
入
居
し
て

い
る
こ
と
。

⑤ 

原
則
と
し
て
収
入
が
な
い
。
一

時
的
な
収
入
が
あ
る
場
合
に

は
、
生
計
を
一
と
す
る
同
居
の

親
族
の
収
入
の
合
計
が
、
次
の

金
額
以
下
で
あ
る
。

　

単
身
世
帯

：

８
万
４
千
円

　

複
数
世
帯

：

17
万
２
千
円

⑥ 

生
計
を
一
と
す
る
同
居
の
親
族

の
預
貯
金
の
合
計
が
、
次
の
金

額
以
下
で
あ
る
。

　

単
身
世
帯

：

50
万
円

　

複
数
世
帯

：

１
０
０
万
円

⑦ 

国
の
住
居
喪
失
離
職
者
な
ど
に

対
す
る
、
雇
用
施
策
に
よ
る
貸

付
け
、
ま
た
は
給
付（
就
職
安
定

資
金
融
資
、
訓
練
・
生
活
支
援

給
付
、
就
職
活
動
困
難
者
支
援

事
業
な
ど
）、
自
治
体
な
ど
が
実

施
す
る
類
似
の
貸
付
、
ま
た
給

付
な
ど
は
受
け
て
い
な
い
。

※ 

手
当
支
給
期
間
中
は
、
公
共
職

業
安
定
所
を
通
じ
て
常
用
就
職

に
向
け
た
就
職
活
動
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

住
宅
手
当
を
受
け
る
に
は

　

ま
ず
、
市
役
所
福
祉
課
に
相
談

し
、
制
度
な
ど
の
説
明
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

実
際
の
申
請
に
つ
い
て
は
、

▼ 

離
職
関
係
書
類
な
ど
証
明
書
類

を
添
え
て
、「
住
宅
手
当
支
給
申

請
書
」を
提
出
し
ま
す
。

▼ 

住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
場
合
、
不

動
産
媒
介
業
者
な
ど
で
、
入
居
希

望
住
宅
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

審
査
の
結
果
、
適
正
な
場
合
は
、

「
住
宅
手
当
支
給
対
象
者
証
明

書
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼ 

証
明
書
を
不
動
産
媒
介
業
者
に

持
参
し
、
住
居
賃
貸
借
契
約
を

結
び
、
入
居
と
な
り
ま
す
。

▼ 

契
約
書
の
写
し
な
ど
必
要
書
類

を
提
出
後
、「
住
宅
手
当
支
給
決

定
通
知
書
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※ 

関
係
書
類
は
、福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

※ 

住
宅
手
当
は
、
住
宅
の
貸
主
、
ま

た
は
不
動
産
媒
介
業
者
の
口
座

に
、
直
接
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

福
祉
課（
あ
２
２―

８
１
９
９
／
い
２
２―

７
０
２
０
）

雇
用
維
持
を
努
力
す
る

中
小
企
業
を
助
成

　

「
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助

成
金
」は
、
景
気
の
変
動
や
産
業
構

造
の
変
化
な
ど
、
経
済
上
の
理
由

に
よ
る
企
業
収
益
の
悪
化
か
ら
、

事
業
活
動
の
縮
小
を
余
議
な
く
さ

れ
、
休
業
、
教
育
訓
練
な
ど
を
行
っ

た
事
業
主
に
対
し
て
、
休
業
手
当

な
ど
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
、

失
業
の
予
防
や
雇
用
の
安
定
を
目

的
と
し
た
国
の
制
度
で
す
。

【
支
給
対
象
】

　

雇
用
保
険
適
用
事
業
所
で
あ
る

中
小
企
業
事
業
主（
支
給
対
象
労

働
者
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
）

【
助
成
内
容
】

休
業
、
教
育
訓
練
な
ど
に
係
る
費

用
の
助
成
率

：

４
／
５　

◎ 

解
雇
な
ど
を
行
わ
な
い
場
合
の

助
成
率
は
、
９
／
10
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

※ 

教
育
訓
練
を
行
う
場
合
は
、
一

人
１
日
当
た
り
、
６
，
０
０
０

円
を
加
算
し
ま
す
。

※「
解
雇
な
ど
」
と
は
、
雇
止
め
、

派
遣
労
働
者
の
中
途
解
約
な
ど
を

含
み
ま
す
。

【
受
給
手
続
き
】

　

最
近
３
か
月
の
生
産
量
、
売
上

高
な
ど
の
指
標
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
な
ど
、
支
給
要
件
が
あ
り
ま

す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倉
吉
の
助
成

金
担
当
の
窓
口
に
相
談
し
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
先

：

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倉
吉

（
あ
２
３―

８
６
０
９
）

♯02

中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金 

♯03

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業

　

厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
、
鳥
取

県
内
の
就
職
を
希
望
す
る
来
春
の

高
等
学
校
卒
業
予
定
者
に
対
す
る

求
人
数
が
少
な
い
状
況
に
あ
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
若
者
の
県
外
流

出
や
就
職
で
き
な
い
新
卒
者
の
発

生
に
つ
な
が
る
こ
と
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

地
元
で
働
く
意
欲
の
あ
る
若
者

を
地
元
の
事
業
所
で
雇
用
し
、
将

来
の
地
元
産
業
を
担
う
人
材
と
し

て
育
成
す
る
こ
と
は
、
地
元
産
業

の
発
展
の
た
め
に
も
大
変
重
要
な

こ
と
で
す
。

　

来
春
の
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

に
対
す
る
求
人
数
の
拡
大
に
つ
い

て
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〜
事
業
主
の
皆
様
へ
〜 

 

来
春
の
高
等
学
校
卒
業
者
の
求
人
数
の
拡
大
に
つ
い
て

（3）平成 21.10



　

10
月
１
日（
木
）
か
ら
、
総
務
省

で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
移
行
す

る
こ
と
が
難
し
い
世
帯
に
対
す
る

支
援
を
行
い
ま
す
。

支
援
を
受
け
ら
れ
る
世
帯
は
？

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま

り
、
日
本
放
送
協
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の

放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
と
な
っ

て
い
る
世
帯
で
す
。

▼ 

生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を

受
け
て
い
る
世
帯

▼ 

障
が
い
者
が
い
て
、
か
つ
世
帯

全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
の

措
置
を
受
け
て
い
る
世
帯

▼ 

社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
し

て
い
て
、
自
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち

込
ん
で
い
る
世
帯

※ 

す
で
に
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
が
視
聴
で
き
る
世
帯
は

支
援
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

支
援
の
内
容
は
？

▼ 

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
で

給
付
し
ま
す
。

▼ 
ア
ン
テ
ナ
工
事
な
ど
が
必
要
な

場
合
は
、そ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

※ 

支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
と
放
送
受
信
契
約
を
結

び
、
受
信
料
の
全
額
免
除
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※ 

支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
自
分

で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア

ン
テ
ナ
な
ど
の
費
用
の
精
算
は

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
は
？

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の
た

め
の
支
援
の
申
込
書
を
作
成
の
う

え
、
申
込
書
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の

放
送
受
信
料
全
額
免
除
証
明
書

（
ま
た
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
契

約
兼
放
送
受
信
料
免
除
申
請
書
）

を
添
え
て
申
し
込
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。

申
込
先
は
？

「
総
務
省　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
」で
す
。

※
問
合
せ
先

：【
支
援
制
度
に
つ
い

て
】
総
務
省 

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー（
あ

０
５
７
０―

０
３
３
８
４
０
）／【
受
信
料
の
契
約
、
免

除
に
つ
い
て
】Ｎ
Ｈ
Ｋ 

視
聴
者
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー（
あ
０
５
７
０―

０
０
０
５
８
８
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
見
る
た

め
の
、
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付

な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　私たちが手に入れた画期的な娯楽である地上テレビ放送は、今から５０年以上前に

始まりました。

　その後、テレビは２つの大きな進化を遂げてきました。

　最初の進化はカラー化です。総天然色の美しさは、今では普通のことになりました。

　２つ目は、ハイビジョンの登場です。どこまでもきめ細かいその映像に目を見張り、

臨場感に圧倒されました。

　そして、今、さらに大きな進化の時期を迎えています。

　それが、テレビ放送のデジタル化です。

　５０年以上続いたアナログ放送は終了し、デジタル放送に完全移行します。

２０１１年７月２４日までに地上アナログテレビ放送は終了します。
それ以降は、
地上デジタルテレビ放送に変わります。

2009.10（4）
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い
じ
め
を
し
な
い
子
ど
も
に
育
て
た
い
！

　

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
、
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
や
傷
害
事
件

を
見
か
け
ま
す
。

　

い
じ
め
は
、
力
の
弱
い
子
ど
も
や
、
ま
じ
め
に
努
力
す

る
子
ど
も
、
周
り
に
安
易
に
流
さ
れ
な
い
た
め
、「
異
質
」

と
み
な
さ
れ
た
子
ど
も
な
ど
を
標
的
に
す
る
卑ひ

き
ょ
う怯

な
行
い

で
す
。

　

悪
い
の
は
、
い
じ
め
る
子
ど
も
で
あ
っ
て
、「
い
じ
め
ら

れ
る
側
に
も
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
」
な
ど
と
い
う
の

は
、
ま
っ
た
く
の
間
違
い
で
す
。

　

い
く
ら
軽
い
悪
ふ
ざ
け
や
冗
談
の
つ
も
り
で
も
、
い
じ

め
ら
れ
る
側
の
苦
し
み
や
痛
み
は
深
刻
で
あ
る
こ
と
を
理

解
さ
せ
、
い
じ
め
る
こ
と
は
、
人
間
と
し
て
決
し
て
許
さ

れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
い
じ
め
を
は
や
し
立
て
た
り
傍
観

し
た
り
す
る
こ
と
も
、
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
家

庭
の
中
で
き
ち
ん
と
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
自
分
の
子
ど
も
が
い
じ
め
を
し
て
い
る
と
わ

か
っ
た
ら
、
必
ず
、
す
ぐ
に
や
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
い
じ
め
る
子
の
中
に
は
、
親
か
ら
の
暴
力
や
強

い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
る
な
ど
、
家
庭
で
も
学
校
で
も

居
場
所
が
な
い
子
ど
も
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
楽
し
め
る
も
の
を
見
つ
け
、
心
が
満
た
さ
れ
る

よ
う
に
配
慮
す
る
な
ど
、
い
じ
め
を
し
な
い
心
の
環
境
づ
く

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

【説明会会場一覧表】
会　場 開催日 説明時間 定 員

関金総合文化センター １０月  １日(木)
午前１１時～正午 １００
午後　２時～午後　３時 １００

明倫公民館 １０月 ３日(土)
午前１１時～正午 ５０
午後　２時～午後　３時 ５０

上北条公民館 １０月  ５日(月)
午前１１時～正午 １００
午後　２時～午後　３時 １００

西郷公民館 １０月  ５日(月)
午前１１時～正午 ６０
午後　２時～午後　３時 ６０

灘手公民館 １０月  ７日(水)
午前１１時～正午 ７０
午後　２時～午後　３時 ７０

高城公民館 １０月  ８日(木)
午前１１時～正午 １００
午後　２時～午後　３時 １００

北谷公民館 １０月  ９日(金)
午前１１時～正午 ９０
午後　２時～午後　３時 ９０

倉吉交流プラザ １０月  ９日(金)
午前１１時～正午 １００
午後　２時～午後　３時 １００

社公民館 １０月１６日(金)
午前１１時～正午 ５０
午後　２時～午後　３時 ５０

成徳公民館 １０月２０日(火)
午前１１時～正午 ４０
午後　２時～午後　３時 ４０

上灘公民館 １０月２１日(水)
午前１１時～正午 １００
午後　２時～午後　３時 １００

小鴨公民館 １０月２１日(水)
午前１１時～正午 ８０
午後　２時～午後　３時 ８０

上小鴨公民館 １０月２２日(木)
午前１１時～正午 ６０
午後　２時～午後　３時 ６０

上井公民館 １０月２２日(木)
午前１１時～正午 ６０
午後　２時～午後　３時 ６０

関金総合文化センター １０月２３日(金)
午前１１時～正午 １００
午後　２時～午後　３時 １００

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
円
滑
に
地

上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
に
移
行

し
、
放
送
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
総
務
省
に
よ
る
説
明
会

（
入
場
無
料
）を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
当
日
、
定
員
に
な
り

次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

総
務
省 

鳥
取
県
テ
レ
ビ

受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
鳥

取
）（
あ
０
８
５
７―

３
６―

９
１
９
０
／

い
０
８
５
７―

３
６―

９
１
９
１
）、
ま

た
は
総
合
政
策
室（
あ
２
２―

８
１
６
１

／
い
２
２―

８
１
４
４
）

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
準
備
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。　

悪質商法にご注意ください！
テレビ調査人や工事人を名乗って、不正請求を行ったり、郵便による振り込め詐欺（架空請求）を行った
りする事例が全国で起きています。地上デジタルテレビ放送に関する誤った情報や、不十分な情報に基
づいて関連商品やサービスを売りつける悪質商法にご注意ください。

（（（地デジの準備はお済みですか？）））

（5）平成 21.10


